家庭礼拝　2011年6月22日　コリント第Ⅱ　1章12～2章
　賛美歌219　夕日落ちて　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌４３６　十字架の血に
起

今日の聖書の箇所は、ちょっと分かりにくい箇所です。表には出てこない、涙の書簡のことに言及していたり、突然の大脱線に入り込んだりして、文脈を捉えるのがなかなか難しいところです。そこは注解書を丁寧に読み解きながら、理解することができました。
本当に苦労しながら伝道して行ったコリントですが、ここのコリントへの宣教はパウロとシラスとテモテの3人によって始められました。このことは使徒言行録の18章5節に、こう書いてあります。「シラスとテモテがマケドニア州からやってくると、パウロは御言葉を語ることに専念し、ユダヤ人に対してメシアはイエスであると力強く証しした。」と書かれています。このシラスの名が、今日のコリント第二の1章19節ではシルワノとなっています。19節では、「わたしたち、つまり、わたしとシルワノとテモテが、あなた方の間で述べ伝えた神の子イエス･キリストは然りと同時に否となったような方ではありません。この方においては然りだけが実現したのである。」と書かれています。パウロは、コリントの宣教は自分がやったとは言わずに、どちらにもシルノワとテモテの名が入っていて共に宣教したことを強調しています。
そのコリントですが、1章でも述べられたように、パウロとの関係はとてもこじれていました。そして第二回目のコリント訪問もなされましたが、それはさらに事態を悪化させました。今日のコリント第二の手紙に書かれているコリント訪問の延期の話は、きっと第二回目の訪問の際にコリントの人々に3回目の訪問のことを約束していたのだと思います。ですが、このことは容易ではありませんでした。3回目の訪問がさらに事態を悪化させる危険をはらんでいたからです。ですから、パウロはテトスにコリント教会の様子を知らせてもらうことにし、今のトルコの端のトロアスで待ち合わせていたのです、その返事を待って、心配しながらトロアスで待っていました。ただ待っていたのではなく、トロアスの伝道をしながら待っていたのです。ですが、トロアスでテトスと会うことはできませんでした。まだテモテは来ていなかったのです。それでパウロは心配になって海を渡ってマケドニアまで出かけていくのです。そしてそこでテトスと出会うことができました。そして、テトスからよい知らせを知らされたのです。パウロは、もうここで、その歓喜に酔いしれてしまったのです。14節の、

２コリ 2:14　神に感謝します。神は、わたしたちをいつもキリストの勝利の行進に連ならせ、わたしたちを通じて至るところに、キリストを知るという知識の香りを漂わせてくださいます。
という喜びと感謝の言葉から始まって、実はずっと話は脱線していくのです。話が戻るのは、何と7章の5節になってからです。そこには、
7:5　マケドニア州に着いたとき、わたしたちの身には全く安らぎがなく、ことごとに苦しんでいました。外には戦い、内には恐れがあったのです。

２コリ 7:6　しかし、気落ちした者を力づけてくださる神は、テトスの到着によってわたしたちを慰めてくださいました。

という言葉によってやっと元に戻るのです。ですからこの間は、まるで別の文章が挿入されたような形になっているのです。

このような流れの文脈なので、なかなか文面だけからは理解しがたいところですが、多くの注解書に助けられて、理解を進めることができました。
承

　今日の最初の聖書の箇所の、1章12節と13節には、誇りという言葉が3回出てきます。実はこのコリント第二の手紙には、この「誇り」という言葉が特別に多く出ていて、30回くらい出てくるのだそうです。この回数は新約聖書全体で出てくる回数の約半分だそうです。それほど、パウロはここで、誇りと言う事を意識しています。なぜこんなにも誇りということを意識したかというと、敵対するものが自分を誇って、パウロたちをないがしろにしようとしていたからです。自分たちのほうが正しい、自分たちのほうが偉い、自分たちのほうが有利だ、と誇っていたわけです。ですがパウロの誇りは神にあるものとしての誇りであり、神を誇りにすることでもあります。12節、13節では
２コリ 1:12　わたしたちは世の中で、とりわけあなたがたに対して、人間の知恵によってではなく、神から受けた純真と誠実によって、神の恵みの下に行動してきました。このことは、良心も証しするところで、わたしたちの誇りです。

２コリ 1:13　わたしたちは、あなたがたが読み、また理解できること以外何も書いていません。あなたがたは、わたしたちをある程度理解しているのですから、わたしたちの主イエスの来られる日に、わたしたちにとってもあなたがたが誇りであるように、あなたがたにとってもわたしたちが誇りであることを、十分に理解してもらいたい。

　誇りに対する反対の言葉は恥です。一般的には恥とされるような状況を、パウロは誇りと読み替えているようなところもあります。13節では、「わたしたちにとってもあなたがたが誇りであるように、あなたがたにとってもわたしたちが誇りであることを、十分に理解してもらいたい。」、と言っていますが、パウロたちの関係の、一般的な理解では、私たちにとってもあなた方が恥じであると思うように、あなた方にとっても私たちが恥であると思っているに違いない、というような不信感の塊のような関係なのです。そのような関係を、パウロは、決して恥だとは思わず、誇りだと思っているといっているのです。パウロたちの関係の最大の問題は不信感なのです。それは、コリントの人に言わせると、パウロは人間的な思いで、宣教しているのであって、神から遣わされた人ではない。という思いなのです。もし神から遣わされた者だとしたら、神すらも信じられないという思いなのです。それは、コリントの人達が、疑心暗鬼になり、パウロの言葉には何か裏があると思っているのです。ですから、パウロは13節で、「わたしたちは、あなたがたが読み、また理解できること以外何も書いていません。」と、その裏のないことをあえて、断らなくてはいけませんでした。私たちは、教会の牧師に対してもそうなのかもしれませんが、その遣わされた人が尊敬できなかったり、人間的な思いで衝突してしまったとしても、その人を遣わされた、神様を信じるというところで、相互不信を乗り越え、一致を見なければならないのでしょう。それがなければ、信仰が成り立たないわけです。パウロが、12節で
２コリ 1:12　わたしたちは世の中で、とりわけあなたがたに対して、人間の知恵によってではなく、神から受けた純真と誠実によって、神の恵みの下に行動してきました。このことは、良心も証しするところで、わたしたちの誇りです。
といっていることが、人間の知恵よりも、神様を信じることによって生きることを現し、それを誇りとしていることを言っているわけです。
転

パウロはこのような前書きをおいて、そしていよいよコリント訪問延期の問題の本題に入ります。15節です。
２コリ 1:15　このような確信に支えられて、わたしは、あなたがたがもう一度恵みを受けるようにと、まずあなたがたのところへ行く計画を立てました。
パウロは、このように第3回目の訪問の計画を立てました。ですが、訪問するには状況がひどすぎました。行けば必ず、お互いの裁き合いが生じるような状況でした。それが二回目の訪問だったのです。それはとても悲しい結果だったのです。ですから、パウロはそのような悲しい結果を避けるために、訪問を延期していたのです。ですがそれが又、非難の種になりました。パウロは来るといっているのに来なかった。パウロの約束も、言葉もあてにはならない。一方で然りといって他方で否という二枚舌の使い手だ。こんな人は信用できないということなのです。パウロはそのようにかんぐられることに対して、自分の思いによってではなく、神様の純真と誠実によって語っていることを熱っぽく訴えたのでした。そして、その延期は自分のためではなく、あなたたちのためによいと思ってしたことでしたと訴えました。そして、23節では、
２コリ 1:23　神を証人に立てて、命にかけて誓いますが、わたしがまだコリントに行かずにいるのは、あなたがたへの思いやりからです。

２コリ 1:24　わたしたちは、あなたがたの信仰を支配するつもりはなく、むしろ、あなたがたの喜びのために協力する者です。あなたがたは信仰に基づいてしっかり立っているからです。

コリントの人の中には、パウロは自分たちを信仰的に支配して、自分の自由にしようとしているのだと、かんぐる人もいたわけです。パウロは、神を証人に立てて、命にかけて誓いますといって、自分の行動がコリントの人々への思いやりからであることを訴えました。パウロは､私はあなた方の喜びのために協力するものですと、訴えました。パウロにとって、コリントの人々を裁き、悲しませることはとてもつらいことでした。そしてこう言いました。2章の1節から4節です。
２コリ 2:1　そこでわたしは、そちらに行くことで再びあなたがたを悲しませるようなことはすまい、と決心しました。

２コリ 2:2　もしあなたがたを悲しませるとすれば、わたしが悲しませる人以外のいったいだれが、わたしを喜ばせてくれるでしょう。
２コリ 2:3　あのようなことを書いたのは、そちらに行って、喜ばせてもらえるはずの人たちから悲しい思いをさせられたくなかったからです。わたしの喜びはあなたがたすべての喜びでもあると、あなたがた一同について確信しているからです。

２コリ 2:4　わたしは、悩みと愁いに満ちた心で、涙ながらに手紙を書きました。あなたがたを悲しませるためではなく、わたしがあなたがたに対してあふれるほど抱いている愛を知ってもらうためでした。

　パウロは、コリントに行かなかった理由をこのように述べました。自分の喜びは、あなたたちに喜んでもらうことです。その人達を悲しませたら、一体私は誰に喜ばせてもらえるのだろうか。そしてあなた方を裁いて悲しませるためではなく、私があなた方に抱いているあふれるほどの愛を知ってもらうために涙ながらに手紙を書きました。そのような悲しみを又味わいたくないために私は行くのを延期したのです。こう言いました。このとき涙ながらに書いたという手紙が、涙の書簡と呼ばれる第三の書簡になるわけです。この書簡は、パウロが涙ながらに、何とかコリントの人々に立ち直って欲しいと思って、厳しい言葉で、戒めたようです。ですがそれが又誤解されたのです。悔い改めて、喜んでくれるかと思ったら、悲しませて、恨まれてしまった訳です。
その悲しみの原因になった人は、全員ではなくて、一人のようです。第二回目のコリント訪問のときに、その人はパウロに、個人的な侮辱を加え、パウロだけではなく、教会全部を悲しませるほどのものであったようです。そしてその人には、コリント教会から罰が与えられました。そしてパウロは言いました。
２コリ 2:6　その人には、多数の者から受けたあの罰で十分です。
２コリ 2:7　むしろ、あなたがたは、その人が悲しみに打ちのめされてしまわないように、赦して、力づけるべきです。

２コリ 2:8　そこで、ぜひともその人を愛するようにしてください。

２コリ 2:9　わたしが前に手紙を書いたのも、あなたがたが万事について従順であるかどうかを試すためでした。

２コリ 2:10　あなたがたが何かのことで赦す相手は、わたしも赦します。わたしが何かのことで人を赦したとすれば、それは、キリストの前であなたがたのために赦したのです。

２コリ 2:11　わたしたちがそうするのは、サタンにつけ込まれないためです。サタンのやり口は心得ているからです。
パウロは、その人をもう許してくださいといいました。もうその罰だけで十分ですといいました。許して、力づけるべきだといいました。あなた方が許すことは、私も許しますといいました。実は、この罰はその涙の書簡の中で、パウロ自身が、コリント教会の人々にそのように罰しなさいと命じたものなのです。それに対しては

２コリ 2:9　わたしが前に手紙を書いたのも、あなたがたが万事について従順であるかどうかを試すためでした。
そのように、前の手紙で、従順であるかどうかを試し、罰を与えて従順であることを確認できたのだから、もう十分ですといっているわけです。そしていつまでも許さないでいると、サタンはその心につけ込んでくるからだというのです。
2章の12節から話がガラッと変わってしまいます。ここの箇所は、パウロがまだコリントの状況が分からず、テトスに状況を聞くために、トロアスに行った時の話です。トロアスでの宣教は順調でした。「主によってわたしのために門が開かれていました」と表現するほど順調でした。ですが、テトスはなかなかやってきませんでした。気が気でなくて遂に、トロアスに別れを告げて、パウロのほうからマケドニアまで行って、そこで、テトスに会ったのです。テトスの知らせはよい知らせでした。それを聞いて、パウロは天にも昇る気持ちになったのです。そして感謝して賛美してこう言ったのです。2章14節から17節です。そしてこのまま話は脱線してしまいます。
２コリ 2:14　神に感謝します。神は、わたしたちをいつもキリストの勝利の行進に連ならせ、わたしたちを通じて至るところに、キリストを知るという知識の香りを漂わせてくださいます。

２コリ 2:15　救いの道をたどる者にとっても、滅びの道をたどる者にとっても、わたしたちはキリストによって神に献げられる良い香りです。

２コリ 2:16　滅びる者には死から死に至らせる香りであり、救われる者には命から命に至らせる香りです。このような務めにだれがふさわしいでしょうか。

２コリ 2:17　わたしたちは、多くの人々のように神の言葉を売り物にせず、誠実に、また神に属する者として、神の御前でキリストに結ばれて語っています。
パウロは、その知らせがうれしくて、自分たちが、キリストの勝利の行進に連なるものとして表現しました。そしてキリストを知るという香りを漂わせるものとして表現したのです。ローマ提督の勝利の凱旋になぞらえて、その気持ちを表しました。まだ、完全な和解とまでは行かなかったかもしれませんが、コリントの人々が、悲しみ、悔い改めてくれて、パウロの勧めのように、罰すべきものに罰を与えたのです。それでパウロにとっては十分だったのです。パウロはもう嬉しくて嬉しくてたまらなかったのです。
結

　パウロの心配は、やっとテトスの知らせを聞いて安心することができました。それまでのパウロは不安でたまらなかったのです。自分の行うことが、いつも何か裏があるのではないかと不信感で見られることに深い悲しみを感じていました。その分裂の危機にあることに、恐れと悲しみを感じていました。ですが、パウロにはそのような現実を前にしても、私とあなた方とをキリストに固く結びつけ、私たちに油を注いでくださったのは神です、という固い信仰的確信がありました。パウロはその人間的な争いの向こう側に、神様を見ていたのです。私たちもまた、いろいろな困難な現象の向こう側に、神様の約束や、働きや、思いを見る必要があるのではないでしょうか。私たちを結び付けてくれたのは神様です。私たちに油を注いでくださったのは、即ち洗礼を与えてくださったのは神様です。だから、私たちは、神様の元にあって揺るがない。という思いが大切なのではないでしょうか。そして、そのことが真実であることを保障するために、神様は私たちの心に霊を与えてくださったのだといっているのです。私たちは、神様の約束が心配になったとき、その保障としての聖霊を確認すればいいのです。その聖霊は祈りの中で与えられます。そして祈ること自体が聖霊の働きです。私たちは自分が祈ることができることを知ることで、聖霊の保障が与えられ、神様の約束が生きていることを知るのではないでしょうか。祈り続け、そして聖霊の働きを信じましょう。
 (一分間の祈り)(祈り)
すべてを御心によって行います、天の父なる神様。御名をあがめ賛美いたします。私たちは困難の中にあると、その現象にとらわれてしまい、その奥にあなたの御心があることを忘れてしまいます。ですが私たちが祈るときに、聖霊が働いて、私たちがあなたの元で生かされており、あなたと固く結ばれていることを知ります。恐れと心配はこの世のものであり、それは何も解決してくれません。あなたの元から与えられる、英知のみが、この世の問題をも解決してくれます。神様、どんなにこじれた、解決不能と思われることの中にも、あなたの導きがあり、解決があることを信じていくことができますように。不安になり、恐れを抱いたら、どうかあなたの聖霊によって、祈ることを与えられ、あなたの働きを確信していくことができますように。
この世にある、多くの人々の恐れと不安が、あなたによって、平安へと変えられます様に。あなたに救いを求めるものが、すべてあなたによって、救われますように。あなたのめぐみと力と栄とがともにありますように。この祈りを、主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。アーメン

◆コリント訪問の延期

２コリ 1:12　わたしたちは世の中で、とりわけあなたがたに対して、人間の知恵によってではなく、神から受けた純真と誠実によって、神の恵みの下に行動してきました。このことは、良心も証しするところで、わたしたちの誇りです。

２コリ 1:13　わたしたちは、あなたがたが読み、また理解できること以外何も書いていません。あなたがたは、わたしたちをある程度理解しているのですから、わたしたちの主イエスの来られる日に、わたしたちにとってもあなたがたが誇りであるように、あなたがたにとってもわたしたちが誇りであることを、十分に理解してもらいたい。

２コリ 1:15　このような確信に支えられて、わたしは、あなたがたがもう一度恵みを受けるようにと、まずあなたがたのところへ行く計画を立てました。

２コリ 1:16　そして、そちらを経由してマケドニア州に赴き、マケドニア州から再びそちらに戻って、ユダヤへ送り出してもらおうと考えたのでした。

２コリ 1:17　このような計画を立てたのは、軽はずみだったでしょうか。それとも、わたしが計画するのは、人間的な考えによることで、わたしにとって「然り、然り」が同時に「否、否」となるのでしょうか。

２コリ 1:18　神は真実な方です。だから、あなたがたに向けたわたしたちの言葉は、「然り」であると同時に「否」であるというものではありません。

２コリ 1:19　わたしたち、つまり、わたしとシルワノとテモテが、あなたがたの間で宣べ伝えた神の子イエス・キリストは、「然り」と同時に「否」となったような方ではありません。この方においては「然り」だけが実現したのです。

２コリ 1:20　神の約束は、ことごとくこの方において「然り」となったからです。それで、わたしたちは神をたたえるため、この方を通して「アーメン」と唱えます。

２コリ 1:21　わたしたちとあなたがたとをキリストに固く結び付け、わたしたちに油を注いでくださったのは、神です。

２コリ 1:22　神はまた、わたしたちに証印を押して、保証としてわたしたちの心に“霊”を与えてくださいました。

２コリ 1:23　神を証人に立てて、命にかけて誓いますが、わたしがまだコリントに行かずにいるのは、あなたがたへの思いやりからです。

２コリ 1:24　わたしたちは、あなたがたの信仰を支配するつもりはなく、むしろ、あなたがたの喜びのために協力する者です。あなたがたは信仰に基づいてしっかり立っているからです。

２コリ 2:1　そこでわたしは、そちらに行くことで再びあなたがたを悲しませるようなことはすまい、と決心しました。

２コリ 2:2　もしあなたがたを悲しませるとすれば、わたしが悲しませる人以外のいったいだれが、わたしを喜ばせてくれるでしょう。
２コリ 2:3　あのようなことを書いたのは、そちらに行って、喜ばせてもらえるはずの人たちから悲しい思いをさせられたくなかったからです。わたしの喜びはあなたがたすべての喜びでもあると、あなたがた一同について確信しているからです。

２コリ 2:4　わたしは、悩みと愁いに満ちた心で、涙ながらに手紙を書きました。あなたがたを悲しませるためではなく、わたしがあなたがたに対してあふれるほど抱いている愛を知ってもらうためでした。

◆違犯者を赦す

２コリ 2:5　悲しみの原因となった人がいれば、その人はわたしを悲しませたのではなく、大げさな表現は控えますが、あなたがたすべてをある程度悲しませたのです。

２コリ 2:6　その人には、多数の者から受けたあの罰で十分です。
２コリ 2:7　むしろ、あなたがたは、その人が悲しみに打ちのめされてしまわないように、赦して、力づけるべきです。

２コリ 2:8　そこで、ぜひともその人を愛するようにしてください。

２コリ 2:9　わたしが前に手紙を書いたのも、あなたがたが万事について従順であるかどうかを試すためでした。

２コリ 2:10　あなたがたが何かのことで赦す相手は、わたしも赦します。わたしが何かのことで人を赦したとすれば、それは、キリストの前であなたがたのために赦したのです。

２コリ 2:11　わたしたちがそうするのは、サタンにつけ込まれないためです。サタンのやり口は心得ているからです。

◆パウロの不安と安心

２コリ 2:12　わたしは、キリストの福音を伝えるためにトロアスに行ったとき、主によってわたしのために門が開かれていましたが、

２コリ 2:13　兄弟テトスに会えなかったので、不安の心を抱いたまま人々に別れを告げて、マケドニア州に出発しました。

２コリ 2:14　神に感謝します。神は、わたしたちをいつもキリストの勝利の行進に連ならせ、わたしたちを通じて至るところに、キリストを知るという知識の香りを漂わせてくださいます。

２コリ 2:15　救いの道をたどる者にとっても、滅びの道をたどる者にとっても、わたしたちはキリストによって神に献げられる良い香りです。

２コリ 2:16　滅びる者には死から死に至らせる香りであり、救われる者には命から命に至らせる香りです。このような務めにだれがふさわしいでしょうか。

２コリ 2:17　わたしたちは、多くの人々のように神の言葉を売り物にせず、誠実に、また神に属する者として、神の御前でキリストに結ばれて語っています。
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